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ド
イ
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に
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け
る
法
学
教
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ミ
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・
シ
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ト
ル
ク

高

橋

明

男

／

訳

7r
イ
ツ
に
お
け
る
必
字
教
育
ば
つ
の
部
分
に
一
ん
け
ら
札
る
｝
」
ヲ
な
わ
ち
、
心
持
詩
的
な
養
成
と
科
学
的
に
よ
ホ
礎
づ

hJら
れ
た
教

訂
（
大
学
に
お
汁
い
る

μ
？？教－
n
U
」
と
山
そ
れ
に
枚
、
μrt
治
的
な
長
以

で
あ
る
r

zれ
ん
の
攻
有
段
階
を
fu
了
ナ
る
た
め

卜
は
国
家
試
験
に
合
情
、

ζ
k
け
れ
ば
と
ら
な
い

川
の
い
場
ヘ
刊
に
は

、J
7ー
に

川
の
場
合
に
は

υ、的

ノゴ白
L
土

d
j｝
 

専
門
殺
を
独
L

V

て
r
J
J
？
と
め
に
ぷ
め
ら
れ
る

最
初
の
教
行
段
階
に
I

、
闘
世
論
的
な
禿
成
か
ら
戎
り
、
ム
こ
し

、rJ
〉
こ

J
J

F
o
i
lメ
ー

、
む
し
ろ
手
続
法
の
山
山
起
に
集
中

L
、
修
引
け
止
は
、
峰
山
察
JU、
及
川
口
（
ハ
弁
護
一
の
じ
前
的

な
仕
事
、
そ
れ
と
共
に
、
行
政
機
却
に
お
け
る
法
的
専
門
城
内
社
干
に
結
晶
f
J
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

ベJ
与
へ
の
人
当
J

許
日
一
は
、
地
常
、
持
刊
の
入
手
試
験

'' 
"" ι『υt 
Iー争
·~ 、

ぬ
4
イ巾、

学
校
に
お
い
て
桧

て
い
な
い
。
そ
の
打
、
わ
U
に、

得
し
た
成
結
の
み
に
基
f

U

L

「
れ
わ
れ
る

一
ヲ
主
わ
ち
、
法
学
教
官
d

を
が
又
け
る
L

だ
め
の
人
学
一
汗
一
一
υ

を
求
め

は
、
て
の
た
め
の
吐

一
の
手
前
で
あ
る
巾
牛
J

救
す
の
樗

f
一
訳
放
ハ
h
t
r
2
f
h
t？
E
E
n
「
2
巾
｛
J

に
け
け
い
て
引
当
日
、

t
い
成
績
骨
収
め
る
必
繋
が
あ
る
、
八

学
教
人
汁
は
六
人
♂
汀
川
叩
パ
げ
の
セ
メ
ス
タ
ー
に
t
J
か
れ
と
い
v

て、

そ
れ
そ
れ
同
月
と
心
汀
仁
川
だ
ま
る
＝
第
十
f

ゼ
メ
ス
タ
ー
ま
ご
に
、
一
f
－

.,. 
、
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は
ド
わ
ゆ
る
け
ぷ
促
紋
育
会
終
え
る
こ
こ
の
期
間
の
う
ち
に
、
ふ
高

泊
以
わ
れ
る
す
べ
P

L

の
川
議
ぃ
、
J

提
供
さ
れ
る
c

校
白
は

三
つ
の
口
共
的
な
カ
一
ノ
ゴ
j
7
一」仲
A
F
つ
い
て
い
る
c

す
な
わ
ち
、
許
敗
、

hh
山科］
mr7
山口司、

晃、一れ、

殴
む
と
い
う
た
犯
罪
を
X
J察
す
る
川
法
、

詰羽

lr 
'1' 

憲

~Jc 
c 
にム
y、

r乃

ri角
i計
長以
子
4ヘ、

'" f 
ノス

グ） ，＿、

R ：ご

告お
2 

七＇ h
て／ : h~ 
心主ア写。、
:J 

ヨ

ロ

y
べ
J
い
の
諸
問
泡
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
つ
つ
一

あ
る
）
、
そ

L
て
、
家
族
氏
、
村
続
法

こ
の
口
h
J川
仰
の
力
七
メ
ス
タ
の
問
に
、
ま
た
、
わ
J

件
は
村
会
的
ス
が
ル
れ
亘
更
な
能
力
を
は
に
つ
げ

ら
な
い
c

こ
れ
、
ν
の
は
業
で
は
、
学
止
は
、
法
’
山
問
題
で
は
な
く
巳
法
的
職
業
ト
お
い
η
、
ま
れ
一
段
に
泌
立
ん
す
る
込
川
町
一
お
い
て
重
芳
一

九一

で
白
利
に
な
る
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
？
午
ぷ
重
要
な
能
力
と
は
、
た
と
え
ば
、
父
一
伊
の
技
術
、
開
ハ
な
る

ι化
の
時
で

U
？
を

L
J背
中
思
疎

通
を
〆
U
〉
つ
州
市
川

人～？と、アん叫一、

ロヘン
y

ら
れ
る
、
去
ら
に
、
ぽ
J

バーは、

川川阿川
m
h
r
u

一
口
比
日
山
伝
、
ン
ス
ア
ム
、

レ
リ
ー
ク
の

は
や
ア
ぇ
リ
ヶ
伝
の
科
川
は
の
単
位
止
旬
、
h
M
得
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
つ

こ
れ
3

つ
の
刺
川
川
斗
の

は
、
通
常
、
阿
乙
よ
う
な
内
科
！
ト
む
心
力
什
ゼ
メ
↑
人
タ
ー
の
口
町
リ
サ
の
ヶ
円
の
闘
は
、

4
J止
は
品
、
誌
と

グ
ル
ー
プ
い
指
導
に
参
加
す
る
代

講
江
で
は
、
山
一
／
は
、

特
だ
の
い
仏
領
域
に
つ
い
て
の
い
抗
象
的
な
知
識
、

げ消品川ソ、

一
：
〉
1
J

、

斗ゅよ
J
U
ゐイ

lz

百
求
権
の

基
礎
、
阿
濯
す
る
制
定
の
管
培
、
責
任
、
そ
の
領
域
に
関
係
す
る
法
的
論
？
に
河
暁
す
る
こ
こ
が
求
め
つ
れ
る
ゲ
ル
下
／
沿
清
的
問

に
、
半
月
一
は
、
法
的
事

f
の
吸
い
方
を
、
了
び
、
特
定
の
法
相
唱
は
に
渇
す
る
γ

山
rm知
誠
を
氾
い
る
戸
一
と
が
ぶ
め
ら
れ
る

グ
Jレ

お
け
る
浅
奈
は
、
多
く
の
場
合
、
J

去
の
ふ
う
に
行
わ
れ
る
「

ま
ず
、
，
T
ぺJ
は
、
毛
市
K
なバ心山内一

F
突
を
含
も
あ
る
状
況
の
叙
述
を
与
、
え
ら

れ
る
の

状
け
仙
の
凶
取
引
伐
に
、
1
1
1

市川
u刊の

方
が
訴
え
か
枝
記
一
し
と
お
り
、
学
牛
は
、

こ
の
J

前
、
ス
が
う
ま
く

ι〈
引
に
け
か
右
い
か
に

治
常
、

つ
M

L

叫
ん
討
し
な
け
れ
ば
な
の
な
い

f
7
4は
、
問
述
す
る
法
的
亨
突
を
と
の
よ
、
つ
い
特
定
す
る
か
、
法
的
争
件
と

1
て
ど
の
よ
う
に

措山成
J
q
ゐ
か
を
品
J

ぷ
じ
考
え
ら
れ
る
一
訳
設
問
題
の
ご
く
簡
単
な
同
を
不
そ
う
じ

ヨ
1
口
付
ノ
ハ
の
同
家
首
脳
が
ヨ

1
ロ
ァ
パ
の
通
貨
の
民
自
治
に
践
す
る
ん
は
志
を
得
ょ
う
と
努
じ
り
し
て
い
v
る
む
械
の
中
で
、

ベ
ん
リ
シ

日剖三IiI 'I. 3 
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の
小
さ
な
が
ノ
ル
7

ブ
ペ
J

集
ま
勺
て
、

ド
イ
ツ
の
白
掴
め
政
策
に
抗
議
す
る
ご
と
を
決
め
た
ん
れ
ら
は
、

ド
f
リ
ノ
ー
だ
こ
よ
っ
て

k
h了
、
」

d

J

i

p

よ

1

1

フ
心
↑
で
つ
に
は
、

戸
エ
一
を
川
町
け
出
な
か
っ
た
J

役
ム
は
非
バ
「
巾
に
行
為
的
で
レ
ん
き
な
芦
で
か
行
／
わ
く
人
々
に
抗
誌
に
合
流
す
る
よ
う
M
L
び
か
け

ょ
、
っ
と
〕
ど
い
た
J

ま
も
な
／
、
抗
議
行
設
を
届
け
出
な
カ
3

た
と
J

て
、
普
tfは
の
す
ム
ー
を
解
放
さ
せ
た
d

執
汚
は
、
抗
議
」
日
引
の
士

唱
者
じ
あ
る
す
小
山
に
叶
げ
ら
れ
た
。
支
比
は
、
集
ん
山
争
一
回
パ
門
ノ
山
刊
る
花
改
刊
は
、

ド
つ
ツ
付
加
話
、
行
に
意
凡
表
川
吋
の
日
山
間
と
焦
ム
ー
の
封
山
間
に

巴
一
え
す
る
と
、
γ
つ
2

J

L

r

手一
J

C

U

ノU
J

？：

L

l

t

F

J

；
L
 

ー
え
は
λ

千
政
裁
判
一
川
に
訴
、
χ
を
択
起
1
h
J
n

一

一4

月
J

主
が
い
丸
い
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
胡
い
は
、
政
判
一
刻
は
以
背
有
利
な
利
己
を
小
す
だ
ろ
う
か
と
い
、
つ
も
の
が
あ
り
行
る
c

ん
し
の
J
吻

ム
、
学
生
は
、
争
点
以
4

の
集
会
ー
は
に
且
つ
〈
行
為
は
7

比
必
「
か
と
う
か
、
当
J
U
集
会
法
は

i

J

y

憲
法
と
向
山

L
う
る
か
と
う
か
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
L
で
あ
ろ
う

こ
れ
ら
の
山
い
に
柄
象
的
め
る
い
は
別
々
じ
が
え
主
こ
レ
は
一
引
さ
れ
ず
、

グ
ル
ー
プ
指
v写

学
生
は
、

でし
7
ん
だ
事
件
を
解
決
す
る
清
成
山
山
中
に
向
い

パ
リ
同
点
な
戸
っ
か
ホ

i
d

ぃ！
J

、JI
一t
、占ふ、

：
l

v

i

I

 

内
容
や
1

い
的
必
一
止
だ
け
が

主
要
L

ご
の
で
は
企
く
、
出
的
好
決
内

王
更
な
の
で
あ
。

に
お
け
る
重
一
い
は
、
十
山

L
い
い
問
点
を
押
さ
川
す
こ
こ
に
青
か
れ
て
い
る
の
で
、

グ、
u; 

ケ
ど
は

rn 
め

で
あ
る
－

ドイソにお：t;;, iてし＇l主1、

品
初
の
ア
凡
セ
メ
ス
タ
の
基
礎
教
山
門
を
終
そ
〈
の
ち
、
些
佐
一
は
、
通
常
、

で
間
わ
れ
る
す
べ
一
、
の
科
巨
に
ウ
い
て
日
子
、
み

ト
北
品
川
を
山
口
汀
っ
て
い
る

也、
h
Lり
p

ト

7

4
げ
と
羽
で
止
な
ノ
＼
空
間
へ
η
；
↓
ど
ム
ア
f
な
け
れ
f
な
J

な

J

F

J

l

l

「
A
I
d

－？
r
v
へlvqlit－

z
’一

泊、

己
完
投
育
一
ド
お
い
、

い
n

専
門
化
ず
る
こ
と
は
必
加
の
要
件
一
で
あ
る
が
、
2
4
千
件
ー
は
申
ユ
十
判
化
す
る
科
目
を
円
ら
の
好
み
で
E
U
h
A

こ
と
が
ご
き
る
、
還
凶
仏
引
引
け
を

,}, iた

宇子：
r る教
ミ－ n、
コとクJ

ケあに
1 る＇・＇与
シに入
i たす
シとる
;.1，えこ
を（よと
J誓 F、グノ
J ン H
て 7 由5
le iv I土
がク
て一六子、円← JI 
c ' ' るιの｝

の
法
ぬ
域
を
ガ
川
と
さ
庁
、

そ
れ
一
い
よ
勺
て
、

職

γ
応
器
ず
る
出
仰
に
有
科

E

常
攻
法
・
山
川
町
法
、
刊
宇
午
、

斗

l
U

パ
法
・
巨
深
法
、

メ
ロ
ノ
ノ
ア

こ
の
よ
）
な
利
口
］
惇
ば
に
は
批
判
も
あ
り
、

法
的
専
門
の
そ
れ
守
れ
の
常
域
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の
rdω

中
え
れ
に
む
わ
セ
た
巡
択
料
E
t
y
梢
成
す
る
提

drも
あ
る

れ
し＇ Iこ
，.，ょ

た 1'・ 
,;: iJ 

に専
倒： P1
1走化
さは
れあ
るけ
れ之 主忠

' ' －‘ ζコ
」布
に「j
と L」
' ＇斗
'" 入り
る応

法
判
い
同
に

わゆ

J

L「
J
』
い
し
J
1

7
4牛
久
、
ニ
ヘ
も
一
、
V
3

f
f
了
t

，
l
A
1
1
7
L
主
グ

詰羽

専
門
刊
の
程
度
ζ

は
別
に
、

対
一
択
心
不
い
い
い
と
恭
4
1
科
じ
丹
閣
に
は
大
き
な
土
芦
が
あ
る
最
終
沼
家
試
吹
を
そ
け
る
た
め

μ
法
、
下
ペ
ー
は

六
件
f
fふ
ヤ
コ
h
u

試
験
を
4
f～
げ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
J

大
干
の
矧
山
に
得
れ
ん
成
績
は
、

〆ハ

J

、

1
1
1
 

は
が
一
の
司
係
も
仕
い
口

試除一戸
J
得
レ
J

れ
る
成
績
ど
ー
げ
が
市
要
な
の
て
あ
る
川
こ
の
成
績
は
、
法
f
J
！
と
ー
し
の
点
績
の
七

C
V／に一円
1
1
ヘ
さ
れ
る
f

混
択
引
け
日
に
r
J

い
て
九
r
枚
以
し
な
げ
れ
ば
な
ム
な
い
試
一
成
は
、
ム
ヘ
’
rJ
欽
也
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
「
こ

立
汗
問

引
回
試
問
、
そ
し
て
誌
に
よ
か
ミ
川
市
成
さ
れ
ゐ
）
こ
れ
、
つ
の

の
成
績
以
最
終
版
績
の
決
定
↑
お
い
て
考
慮
一
人
れ
ら
れ
る
c

一
決
抗
件

の

の
い
判
巾
れ
は
最
終
、
成
績
の
一
心
%
に
時
出
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
コ
こ
与
し
一
＼
最
終
国
家
試
験
の
凶
績
は
、

十
バ
で
官
底
抗
叫
ー
の

成
績
と
他
ん
で
同
門
家
試
験
で
得
ら
れ
る
ぷ
油
、
か
ら
舟
苦
悩
さ
れ
る
一
、
少
に
な
る

国
玄
試
験
は
、

し
ハ
な
い
？
〆
八
利
可
の
片
平
一
以
J
山
駁
で
あ
る
が
、

の
数
は
試
験
z
V
戸

J
う
州
に
上
つ
二
円
ハ
な
ハ
て
い
る

筆
記
試
験
円

今
一
耳
、
こ
一
j

民
一
式
刊
の
ふ
な
部
分
で
バ
さ
れ
る
誤
悲
は
、

山
寸
件
と
v

て
捉
ぶ
さ
れ
今
次
的
問
還
を
新
山
山
市
る
こ
と
で
あ
る

国
家
試
験
に
お
い
と
は

れ
ま
マ
盛
一
目
し
と
、
ィ
J
U

／一
γ

い
か
な
る
泌
で
ー
も
多
肢
峯
沢
間
程
ば
笥
わ
れ
な
い

多
院
選
択
間
延
は
、

尚
一
絹
に
正
〆
い
容
を
一
円
い
由
仁
る
P

、
y

を
桃
山
念

L
亡
、
誌
を
の
詑

υ
と
訓
禄
に
羽
3V
白
出
入
だ
い
h
報
を
伝
ろ
ゐ
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ

れ
て
き
た
「

こ
の
前
辺
は
、

事
作
h
J
組
常
は
斗
TM
に
特
定
に
～
凶
起
に
ρ

然
内
d
b一
当
ご
る
も
の
で
あ
る
の

μ
対
し
て
、

多
抗
日
忍
択
試
験
に

お
い
て
、
r
丁
止
は
、
よ
り
限
？
円
い
何
日
却
を
」
ザ
ね
打
丸
、
法
類
以
の
株
主
々
な
側
面
ド
通
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
い
〉
さ
る
、
～
あ
ろ
う
一
叫

対
訴
救
守
の
枠
刈
一
の
技
L

川
凶
で
あ
っ

h
J
L、
国
r
け
も
そ
う
で
J

あ
る
U

こ
と
を
い
制
し
て
い
る
υ
R
P
T
市
む
は
、
多
校
選
択
門
店
品
は
、
長
斗
、

多
代
以
選
状
山
川
磁
の
メ
リ
ソ
、
ー
を
指
悩
ず
る
こ
と
は
一
℃
さ
る
が

つ
じ
り

t
r
fり
λ
i

？b
H
k
t）
、
死
没
主
じ
：
店
、

f
r
F

f
U
7
d
1
i
j
d
F
I
l
l

：イ
1

7

1

一
：
一
－
人

日川品川
L

ハ
ふ
ん
久
牝
は
な
い
だ
ろ
う
ノ
と
い
う
の
は
、

人
予
教
育
は
、
大
学
と
い
VPJ4hA
駁
川
内
同
ぷ
を
政
旧
民
ず
ョ
ム
ロ
こ
と
い
品
川
r

注
さ
れ
I

～
い
る
い
v
L

最
終
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で
あ
る
一

L

市
人
岬
ず
る
よ
内
味
が
あ
る
も
う

ー
片
山
川
一
教
育
に
お
け
る
成
給
戸
川
で
あ
る
ラ
法
け
バ
ブ
J
一引は、

ド
イ

y
に
お
い
て
は
ユ

つ
の
ド
ィ
ン
ト
は
、

）

｛

l
ク
な
許
任
の
仕
新
み
を
持
つ
と
い
る
J

そ
れ
は
、
乙
段
階
の
成
舗
を
不
す
八
ポ
イ
ン
ト
か
ら
な
る
d

ド
イ
ン
ト
会
中
勺
ど
右
ら
は

で
あ
る
、

法
学
部
に
お
け
る
一
副
悩
丹
や
h

h
は、

学
パ
ー
に
対
し
て
昔
し
い
叶
一
ブ
ス
λ

ドレ

ご〆一

f
J
ト州、
X

Q
こ
と
を
強
い
て
M

る
H

慢
れ
た
山
総
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
九

e
O
上
門
以
の
点
で
あ
る

の
汗
川
川
）
じ
こ
の
訓
点
は
、

公
的
部
門
千
有
名
！
い
仰
い
い
ド
務
所
に
就
職
す
る
た
め
に
は
必
長
な
も
の
で
あ
る
「

一
一
（
ゾ
ペ
V

1々

一いい
b
A
L

ヤーがい山、

一
7

ノハリ、ノ

／
＼

I

i

bノ
d

こ
の
レ
ベ
ん
は
の
凶
績
を
実
小
口
で
さ
た
〈
最
高
の
引
伯
は
、
す
べ
て
の
偲
寸
今
臼
の
中
で
わ
す
力
。

も
ッ
ー
と
多
く
の
学
生
に
荒
す
ハ
の
討
r
川
を
ラ
f
一
る
上
、
つ
に
副
r
川
γ
ス一一ノム

じ

な
さ
札
亡
き
て

v
る
つ
試
験
の
受
験
者
の
成
殺
を
斧
ザ
ハ
化
す
る
れ
め
の
弘
前
J

円
↓
的
な
可
能
性
が
完
全
い
は
使
わ
れ
て
い

述
一
比
さ
れ
る
べ
き
更
件
内
定
読
が
適
切
に
行
わ
れ
、
い
な
い
と
い
っ
允
批
判
が
あ
る
一
他
LIJ
で
、
お
い
要
人
L
）
以
格
な
計

仙
は
受
験
v
守
的
必
殺
の
一
可
制
の
引
い
勾
効
性

ι一
何
時
、
二
、

v
y旬
と
強
調
す
る
古
川
八
も
あ
る
臼
ま
に
お
け
る
十
三
町
一
義
を
附
慨
は
叩
き
？
心

百
三
子

’
ノ

J

L

し

4
ベミ」パ小川
M
L

、ーかいか
7

／い

λ

ノ
多
く
の

み小いレ一ーか一、

同jヒ
士え
' L」

な
二·•＇

而
（土

阪人；L吊JG2 (S'll" 1!137 2υ：：；， 3 

ず
ん
め
の
仏
的
ー
一
汁
織
の
五
市
民
惟
い
と
こ
の
円
汁
臓
を
灯
、
つ
こ
と
に
判
う
い
川
会
的
・
い
が
ム
r
一
問
主
的
な
十
日
（
任
を
考
慮
す
札
は
、

ドイソにお：t;;, Iてし＇l主1、

法
的
一
事
吋
識
の
貨
を
保
託
L
9
る
た
め
の
』
さ
か
っ
F

主｝

川
に
お
い
と
に
一
一
の
長
響
力
合
同
め
る
F

ゐ
ヤ
と
を
刈
絶
す
る
ノ
川
和
一
と
も
さ
れ
ご
き
れ
ん
と
い
、
つ
の
は
、

ド
：

y
ド
お
い
て
は
、

当
家
の
問

hr
は
法
半
数
J

官
の
統
治
志
水
川
市
fJLγ

保
貼
附
す
る
七
め
に
必
安
な
ん
為
市
仕
し
と
み
な
さ
れ
て
き
た
か
ム
一
で
あ
る

こ
の
H
M
r
刈
で
の
考
え
方
は
、
同
叫
に
ま
た
、
ボ
ロ
ニ
ャ
協
だ
が
ド
ノ
t
y主
体
の
高
等
教
官
占
ン
ス
テ
プ
セ
佐
久
ス
ム
で
で
、
法
了
社
士
ー

は
例
外
ー
と
な
っ
た
理
山
む
も
あ
ゐ
F

九
カ
巨
が

九
九
九
午
い
ボ

U
l
－
三
協
疋
に
お
い
て
、

つ
を
促
ほ
す
る
た
め
に
、
大
学
教
討
に
お
げ
る
共
通
の
目
標
で
ん
立
し
ん

恥
業
能
リ
と
続
中

1
1
3
ン

V
7

E

ノ／
J

段
併
の
淫
杭
し
ん
救
奇
を
参
加
寸
る
す
べ
て
の
い
て
ヰ

が
州



cf( 

人
宇
る
こ
こ
に
ふ
っ
と
、
最
終
の
隊

f
j了
位
を
宍
な
7
Q
i
v
U
ノ
ノ
パ
の
刊
の
間
三
仁
川
有
効
に
二
絞
可
校
に
す
る
こ
ζ

が

rAー
さ
れ
ぐ

詰羽

う
i
U3
 

一
、
い
る
、
こ
の
ー
万
策
に
よ
れ
、
外
河
の
大
シ
J

一ド山明
4
7
Lしωγ
中
請
す
る
こ
こ
〆
と
も
い
、
職
仁
応
辞
与
す
る
こ
と
も
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
d

三06
 

3υ 日

＇、
ぺ，，

さ
ら
に
、
投
打
υの
汁
す
刊
一
」
つ
い
て
も
、
五
り
透
明
な
も
の
に

L
、

一
定
m
何
拍
い
ん
ま
で
超
円
川
家
的
に
調
和
さ
せ
る

F
Z
も
円
い
い
一
印
さ
れ

と
い
う
の
は

ザド

i叶

’＂ 

十
企
奈
は
、
外
河
内
応
ル
「
恥
告
の
V
J
位
が
ぞ
れ
ぞ
れ
の
出
に
お
け
る
、
ン
ス
ア
ム
と
似
ご
い
る
の
三
、
そ

れ
を
認
ぷ
す
る
二
と
が
一
、
き
る
か
h
v
で
あ
る
f

l
J

ソノ一一ドコミ♂し

J

d
し

の
お
一
寸
を
縦
f

止
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
ど
の
士
ノ
山
地
の
修
了
〈
九
怪
証

長
吾
川
す
る
こ
と
が
必

中
山
し
そ
ハ
ふ
づ
た
c
ル
V
2
4
資
格
訓
弘
、

一fλ
江
川
附
の
川
片
山
、
一
子
、
最
終
川
頭
試
問
と
ん
怜
了
議
！
え
の
完
成
の
の
ち
円
得
、
h

れ
る
も
の
で
あ
、
た
c

こ
の

一
段
治
の
数
奇
は

い
ま
や
、
学
士
・
修
士

山
り
ご
J
1
ア
ム
に
山
戸
J
ぺ
換
、
ズ
、
ハ
れ
る
こ
レ
い
九
い
っ
た

－回
mwη

い
己
O
】「

γ山
門
戸
以
内
内
山

τ

戸ムye 
ム

C〕
持

十一UL
工、

仏
間
の
勉
学
と
乍
i
人
司
何
十
人
の
完
以
に
よ
ハ
マ
川
口
ら
れ
る

－、の川［
i
n
v

は時、

職
の
市
場
に
直
J

つ
い
入
会
一
人
寸
る
た
必
の
専
門
的
今
一

資
情
？
と
ぷ
、
機
能
す
ノ
士
」
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
し
↑
」
れ
ト

い
で
、

J
ー
は
さ
ら
に

24
附
勉
？
を
涼
め
る
こ
と
、
す
な
わ
L
H

修
i

の
イ
ノ
ロ
グ
一
ブ
ム
へ
の
進
手
を
日
前
す
ノ
T
i
i
f

が
で
き
る
ヘ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ば

凶
子
三
た
焦
土
ハ
を
戸
川
〉
た
内
出
？
の
ブ
ロ
グ
一
ブ
ム
に

日
前
1

〕
て
、
設
育
じ
擦
の
ン

y
ト
脅
さ
ぷ
こ
こ
に
よ
り
、
教
行
の

U
向
を
む
話
相
反
ψ
一
見
す
る
こ
と
も
詐
t

廿
し
て
U

るれ

示
一
・
片
悼
す
一
り
J

ス
ヤ
ム
は
、
外
ヨ
に
お
け
る
行
主
こ
位
笠
に
渇
す
る
戸
d

り
多
く
の
柔
軟
性
を

J
A
Yい
旬
、
え
る
だ
け
で
な
く
、

数
人
山
口
の
守
門
化
？
三
生
J内
4

の
変
主
に
お
い
f
L

も
よ
れ
柔
軟
ド
一
ラ
ブ
山
一
ァ

2
Y
J
一3d
能
に
な

7T
一
段
さ
れ
と
き
た
d

そ
れ
は
ま
だ
、
シ
j

ム
し
を
終

え
た
あ
い
の
校
行
灯
場
一
別
ん
と
変
史
す
一

ω
こ
と
の
促
進
も
、
日
僚
に
し
ご
い
れ
一

L
か
し
、
大
P
J

は
課
程
レ

A
m
h
E
合
一
一
】
す
る
こ
と
に

ょ
っ
v
t
r
F
寸
が
接
待
す
る
単
位
の
一
市
み
を
そ
の
政
量
に
よ
っ
て
決
め
る
権
4
れ
を
ね
て
1
い
Q

の
と
、

γ

八
干
の
佐
久
長
子
統
は
、
依
然
ぃ
L

し

亡
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
ー

ポ
起
の
中
佐
川
川
辺
川
伺
と
判
断
が
大
学
的
山
で
山
松
川
内
↑
N
Y
にゆ
r

て
い
れ
ば
、

憾
ー
の
包
学
へ
の
ア
ク
し
で
ス
は

担
粍
5
れ
る
可
花
性
が
あ
と
ノ
そ
れ
ゆ
、
ズ
、

A
丁ぺ

ι、
大
学
の
教
育
の
最
初
の
段
併
で
、

つ
の
ム
へ
い
f
に
と
と
ま
る
か
、
リ
」
十
土
の
あ
と

rn~ ；，戸市j 位（G:312: 
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は
局
所
を
夜
、
え
る
か
を
慎
f
h

に
計
川
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

後
4
7

の
場
合
は
、
北
山
恒
の
出
伎
の
川
畑
芹
承
認
γ

い
闘
す
る
聞
記
を
除
け
る

J

人
め
に
、

7
4
一は、

γ

八
三
十
円
相
刊
で
要
件
が
似
て
い
る
こ
こ
や
縫
刊
誌
｝
て
お
く
パ
え
F

」
ど
と
な
る
ラ

そ
れ
一
い
し
が
え

J＼
教
育
を
改
け
れ
十
す
る
F

ゐ
ヤ
と
を
よ
し
こ
す
る
考
ス
法
、
そ
の
v
t
い
加
に
珂
／
て
凶
む
が
あ
る
こ
と
が
ヘ
刀
か
一
J
C
き
た
J
粁

に
、
六
年
内
シ
ス
テ
ム
を
可
制
成
ょ
す

pω
最
初
の
時
間
に
お
い
て
、
大
了
は
修
！
の
包
学
へ
の
入
学
井
一
引
を
求
め
る
山
一
子
牛
に

i
？
な
場
計

J
U
A

川
意
し
じ
い
な
カ
コ
ん
ハ
さ
ら
に
、
大
多
数
の
烹
川
者
は
、
経
済
界
て
J
h
f
成
部
門
で
も
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
透
忘
す
る
の
に
…
時

開
を
安
し
、

修
ー
の
学
日
を
も
っ
た

υIHに
の
み
問
く
湯
河
を
川
ち
し
て
い
る
の
に
迂
し
も
の
川
一
っ
た

J

ー
の
勉
学

γ
ス
テ
ム
の
変
む
に
み
広
い
炉
粍
以
応
を
一
が
し
て
き
そ
商
甘
い
と
将
沼
法
の
待
i

注
心
情
…
沖
、
に
お
じ
る
少
数
の
例

J
M
学
部
は
、

外
を
除
い
て
、
伝
学
の
以
業
科
可
は
宏
史
さ
れ
る
こ
と
が
な
ノ
＼
法
学
的
一
心
討
に
お
い
こ
ー
は
、

バJ
十
一
・
終
！
日
シ
ス
テ
ム
は
ま
だ
共
活

こ
の
方
も
は

伝
了
校
訂
？
を
「
山
一
十
年
山
の
投
育
」
に
分
制
す
る
な
λ

カ
認
手
さ

似

た
的
に
い
査
一
比
さ
れ
b

J

示
作
家
の
店
内
人
，
む
を
保
持
「
る
も
の
で
あ
る
ご
｛
ノ
い
う
の
は
、

オし ♂〉
て教
ぃ子］
る！？σ〉

＂~ 性

な

H
衿
的
な
j

以
平
す
へ
と
J

て、

こ
の
教
育
内
田
川
忠
の
続

十
す
い
f

、

z

j

p

 

，~－ 

＇~ 

_, 

'"' ；~ 、

企モb
' 

の
ン
ス

F
P
H
の
導
入
に
守
3
J
で
、
政
背
J
P
4
り
専
門
化
す
る
も
の
だ
こ
下
手
＼
批
判
の
品
川
悦
こ
さ
れ

一
、
き
た
か
ら
て
あ
る
c

こ
の
改
革
案
で
は
、

同
年
間
の
l
ヘ
学
教
白
の
最
後
に
、
「
法
、
γ
パ
カ
ロ
レ
ア
」
が
但
い
ら
れ
る

去
十
仏
の
ブ
口
市

ドイソにお：t;;, iてし＇l主1、

ス
と
異
な
っ
て
、
法
学
教
官
は
則
一
初
の

合
ム
に
L

A

り
終
了
し
な
い

ノご
η
b
i
u
ーフーノャ

J

に

f
i
l
l

ーペム
7
J
教
育
の
期
討
を
沼

法
了
パ
カ
ロ
し
ア
が
認
｛
U
也
、
れ
る
た
め
仁
令
惜
し
な
け
れ
ば
な
ら
必
い
一
仏
教
が
ノ
仁
わ
れ
る
こ

ν

ィ、、

f

川
町
ハ
サ
？
、

1
i
；
j
i
 

パ
J

心
円
レ
マ
？
川
品
、

山M
内
国
家
試
杭
を
二
又
殺
す
る
た
の
円
安
芹
t

み
な
さ
れ
ム
却
の
こ
の

に
台
湾
す
る
こ
と
に
よ
り
ー
，
γ
刊
は
法
学
長
山
J
t俗
資
を
／
れ
っ
た

め
の
週
訪
な
治
情
が
で
き
と
こ
と
合
証
明
て
戸
一
る
川
こ
れ
は
、
大
手
投
交
の
最
役
に

川
限
り
の

こ
と
を
ち
球
ず
る

回
の
試
設
カ
あ
A
U）

（
引
用

J
fは、
法
学
生
六
務
怜
刊
の
削
と
後
い

バペ

γ
宇
が
川
犬
伏
ハ
法
も
手
続
牛
い
も
門
川
刊

L
て
い
る
こ
と
を
保
容
？
一

1hwた

t) 

h
t
t
l
z
 

f
M
f
j
B
J
 

両
方
の
領
決
を
苦
慮
に
入
れ
る
戸
と
が
求
め
、
い
J

れ
る
の
で
、
別
立
れ
わ
れ

t
い
る
試
絞
形
式
を
あ
る
措

,on跡
4トえ

阪人；L吊JG2 (S 引＇l'• I !139 2υ：：；， 3 J 
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＼
／
ク
ス

f

J
も
の
に
J

な
る

ー
日
平
教
育
に
お
｝
f

－
刈
ト
力
的

に
数
、
ズ
ら
れ
る
F

〆
を
保
障
す
る
十
め
に
、
と
れ

t
tの

選
択
科
円
は
投
育
梨
符
か
わ
除
外
戸
れ
る
J

山一了バ

の
ハ
刀
町
に
白
川
汁
化
L
た
い
と
相
、
つ
な
ん
ゴ
、
汁
治
的
主
修
一
課
柑
に
v
p
ぺごす

詰羽

る
J
l

－
能
け
し
か
川
市
ム
「
山
さ
れ
る
が

川
れ
い
干
伶

muをノ
f

南
京
試
験
に
台
地

J

た
哀
は
す
ぐ
に

こ
の
ゐ
ム
リ
化
は
必
煩
の
教
青
山
柑
で
は
な
い

う
こ
と
が
認
め
り
れ
，
～
れ
は

P

一河川
ιr引
の
支
持
業
以
通
科
は
裁
判
一
一
刊
に
お
け
る
段
官
で
あ
り
、

年
刑
法
読
す
る
川

時
仙
川
百
に
よ
る

完
成
、
ず
議
士
に
上
る
養
成
、
そ
し
て
検
察
の
代
理
と
し

に
お
け
川
る
秘
阿
川
に
参
加
宇
る
二
と
を
舟
じ
た
教
ム
で
で
あ
る
こ
の
与
ノ

板
門
ι
が
、
教
J

奇
を
終
え
れ
ん
と
さ
に
、

υIHが
す
べ
亡
の
法
領
域
内
お
い
て
一
川
的
に
長
成
さ
れ
、

ど
の
法
的
取
業
を
主
吠
に
選
ふ
こ
と

も
で
き
？
で
」
J

ま
た
引
の
提
案
は
出
学
教
司
に
お
り
る
ι
土
浅
設
寸
を
」
り
蛇
く
統
合
JqJ
る
こ
と
や
ぷ
め
と
へ
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
日
牛
問
の
よ
亡
典
的
長

千

i
の

一
え
丸
山
試
験
の
平
山
J

占
と

に
よ
り
成
殺
が
十
円
ま
る

の
徒
、
学
生
以
内
4
上
の
勉
学
の
段
慌
を
中
下
問
す
る
二

と
が
で
き
、
こ
れ
は
一
小
院
の

る

そ

の
p
同、

4
J
は
l
八
川
均
一
に
河
台
〉
て

「4
理
一
論
的
な
基
誌
の
も
と
に
実

の匙
A
Hヰ
一
ぺ
吋
λ

一
市
川

γ止
組
み
は

円
時
に
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